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研究成果の概要（和文）：発達障害児の父親の多くは、生活上の世話やしつけ等を中心に育児を担っていた。ま
た、配偶者からのアドバイスや児との関わりをとおして障害や児の特徴に理解を示していた。そして、療育的な
関わりや心持ちで児と接し、父親自身も成長していることが考えられた。しかし、児の理解や育児等に不十分さ
があり配偶者からストレスと捉えられていることも伺えた。実際、父親はソーシャルサポートを受ける手段が母
親に比較すると少ない状況にあり、サポート相手が配偶者に限局していることや“父親同士のつながり”と“学
ぶこと”をニーズとして求めていることから父親への育児支援体制整備やピアサポートの実施の必要性が急務で
あることが明確になった。

研究成果の概要（英文）：Many fathers of the developmental disabilities child were taking care and 
the discipline in life.In addition, the advice from the spouse and the relationship with the child 
showed understanding of the disorder and the child's characteristics. it was thought that it touched
 the child by the rehabilitation relation and feelings, and the father had grown up.However, the 
child's understanding and the child care were insufficient, and it was able to be seen to be taken 
from the spouse by the stress.In fact, the father is in a situation where there are few ways to 
receive social support compared to his mother, and the support partner is confined to the spouse and
 "the connection between fathers" and "learning".It was found that it was urgent to develop a 
support system for fathers and to carry out peer support.

研究分野： 公衆衛生看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 0～5 歳児は身体や精神面の発育や発達が
著しく、育児をとおして親の関わりが最も必
要とされる。しかし、昨今では育児不安や育
児負担を訴える保護者は増加しており、自治
体でも母親を中心とした育児支援に重点的
に取り組んでいる１）。 
療育が必要とされる発達障害児の場合、親

の育児負担や不安は特徴的で、それに見合っ
た支援の必要性や重要性は高いと言われる２）。
発達障害者支援法でも、発達障害の早期発
見・支援に努め、かつ適切な措置を講じるこ
とと家族も重要な支援者として障害受容や
発達支援方法に十分配慮した支援を行うこ
とと示されている。そして、施行後約 10 年
を経過した現在においても、支援の重要性は
より一層求められている３）。しかし、育児を
中心とした家族への支援検討に関する先行
研究では、母親を対象としたものが多く、父
親を対象としたものは少ない。また、母親を
対象とした先行研究では、発達障害児の家族
支援において父親が発達障害児・母親(配偶
者)・発達障害児のきょうだい・他家族員・社
会など様々な対象と良好な関係性をもつこ
とが重要だと述べられている４）５）。そのよう
な良好な関係性を構築するための父親の発
達障害児への具体的な関わりについては明
らかになっていない。 
そこで、療育を必要とする発達障害児の父

親を対象に、父親の行っている育児内容や関
わり方、それに伴う感情、支援者側へのニー
ズを明らかにしたので報告する。 
 
２．研究の目的 
発達障害児の父親の育児内容や児との関

わり方、それに伴う心持ち、支援者側へのニ
ーズやそれに関する母親との共通点や相違
点、ソーシャルサポートとの関連性を明らか
にすることを目的とした。 

 
３．研究の方法 
調査を 2段階で実施した。 
一次調査では、対象者である発達障害児の

父親の実態を具体的に示すため質的調査を
実施し、二次調査では傾向を示すため一次調
査の結果を反映させたアンケートを作成し
対象者の規模を拡大させ量的調査とした。ま
た、夫婦関係や地域社会との関連などの生活
に満足していることは、父親と母親の両者の
育児を含めた様々な不安度を低下させる 6）と
いうことからも母親に対して同時に調査を
行い、母親・父親間との比較を行い、父親に
焦点をあてたより具体的な家族支援を検討
した。 
 

(１)一次調査 
１）調査対象・時期 
2014 年 12月～2015 年１月に長野県内の療

育施設利用者・登録者かつ未就学児で、調査
に了解を得られた2施設に通う発達障害児も

しくは疑い児の父親 98 名を対象に調査を実
施。 
 
２）調査方法・調査内容 
無記名自記式調査紙を用いた質的研究を

実施した。調査票は、各施設職員の協力を得
て対象者本人または家族に直接手渡しで 98
名に配布した。回収は同封した返信用封筒に
て各自投函してもらうよう依頼し、調査票の
返送により調査への参加同意が得られたと
みなした。 
 

<１>基本属性 
年齢・職業・家族構成・同居家族・発達障

害児(以下、児とする)の性別・年齢・出生順
位・療育施設利用開始時期・療育施設の利用
期間とした。（表１） 
 
<２>設問 5項目（自由記載） 
①父親が担っている児への育児内容 
②児と関わるときの意識・思い 
③療育による育児行動や意識の変化 
④同じ境遇にある父親に聞きたいこと 
⑤児と関わるうえで必要な支援 

 
３）分析方法 
基本属性は単純集計し、自由記載は各項目

に対応する内容を整理した後、対象者の記載
内容をそのまま利用して内容を最もよく表
している端的な文章を作成し文節とした。そ
して、類似した文節のまとまりを作成し、項
目、領域と分類整理をすすめ内容分析を行っ
た。尚、信憑性を確保するためスーパーバイ
ザーをまじえて分類整理を行った。（表２） 
 
（２）二次調査 
１）調査対象・時期 
2016 年 7月～9月に長野県内で就学前児を

対象に療育を行っている療育施設(39 施設：
平成 27 年度現在)を利用している児の父親・
母親（約 3000 名）を対象。調査前に対象者
が利用する施設長へ調査協力依頼と調査対
象人数の報告依頼を行い、施設長より承諾を
得られた施設の対象者でかつご本人の承諾
を得られた場合のみ対象とし自記式調査紙
郵送法で調査を行った。 
 
２）内容 
<１>基本属性（表３） 
父親・母親の状況、発達障害児の状況 
 

<２>育児に関する実状や思いの共通点や相
違点（表４） 
 ①子どもに関する父親・母親の認識 
 ②育児状況 

関わる時間、関わり方、育児 
ストレス 

 ③育児に関する社会との関係 
 
 



<３>ソーシャルサポートとの関連性 
 ①ソーシャルサポートの利用状況（内容・
提供者） 
副次的評価項目である<１>・<２>は、2014 年
に実施した基礎調査を元に質問項目を作成
し、主要評価項目である<３>は、太田ら 7）が
作成した項目を参考に、道具的サポート、情
緒的サポート、情報的サポート、評価的サポ
ートの4種類とした。4種類の枠組みの中で、
山下ら 8）が作成した「発達障害の母親が抱え
る生活困難に関する事例のコード・マトリッ
クス」と藤田ら 9）が作成した「ASD 児を持つ
母親が認知したソーシャルサポート」の項目
を参考に、基礎調査の結果を合わせて質問項
目を作成し、実際の利用状況を調査した。 
父親・母親間で<１>、<２>との関係を
Mann-Whitney の U 検定を用いて確認し、<３>
は多変量解析を行い、影響を確認する。 
 
４．研究成果 
 
（１）一次調査 
対象者の年齢は、30 歳～49 歳の範囲で、

平均 38.4±10.6 歳であった家族構成は核家
族 34 名(87.2％)、で核家族が大半を占めて
いた。児の平均年齢は 3.95±2.05 歳、男女
比は 8.5：1.5 であった。（表１） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表２に示すとおり、領域ごと項目に対応し

た文節を示した。父親は、生活上の世話やし
つけに類することを中心に育児を担ってい
た。また、専門家・配偶者からのアドバイス
や児との関わりをとおして障害や児の特徴
について理解を示していた。そして、療育的
な関わりや心持ちで児と接し、父親自身も成
長していることが考えられた。さらに、父親
は“父親同士のつながり”や“学ぶこと”を
ニーズとして求めており、父親の特性を考慮
したインターネットやＳＮＳをツールとし
た育児に関する不安や疑問を解消できる体
制整備やピアサポートの実施の必要性が伺
えた。 

 
（２）二次調査 
一次調査結果をベースに発達障害児に関

する父親・母親の認識や育児状況、育児に関
する社会との関係を調査した。基本属性は表
3に示す。 

 
調査の結果(表４)、発達障害児の特性に関

する認識は差がなかった。しかし、児の理解
に関する認識では、得意なこと、頑張ってい
ることを知っている、子どもの頑張りや努力
を誉めてあげたいと思う、子供の成長を促す
関わりを心がけているという点で母親有意
に差がみられた。子供を理解しようと努力す
るという心がけは差がみられなかった。父親
は子どもを理解しようと努力しているが、ま
だ理解が十分でない状況が伺えた。 
児の特性への対応では、関心・注意を他に

向ける、自らがその場を立ち去る、要求か気
を引く行動か判断し気を引く行動であれば
無視をするという項目に有意差がみられた。
すべての項目が母親有意であったことから、
父親たちは、療育の知識が必要な対応方法を
実施できていない状況にあることが伺えた。
また、発達障害児の育児に関する意識では父
親に比較すると母親は発達障害児の育児に
積極的に関わっているという実感を持ち、可



能な限り育児に関わろうと努力していると
いう結果であった。育児ストレスでは、母親
の方が社会の差別意識や配偶者の育児の不
十分さ、子どもの困ったときの自身の対応の
不十分さ、配偶者との育児の方向性の相違に
ついてストレスと感じていた。 
  

ソーシャルサポートの利用状況から父親
は情報的サポートをすべて配偶者から受け
ていた。母親は療育を通じて知り合った友人
や医療機関、福祉機関、友人で有意に差が出
ており(p<0.01)、父親はサポートを受ける手
段が限局されていた。 
情緒的サポートについても同様に父親は

配偶者が唯一のサポートを受ける相手にあ
ることに対し、母親は実母や友人、療育を通
じて出会った友人、医療機関、福祉機関など
多くの手段を利用していた。   
評価的サポートでは、実母、友人、福祉機

関、医療機関、療育を通じて出会った友人に
有意差がみられたがすべて母親有意で父親
は配偶者のみであった。 
道具的サポートでは育児の手伝いは母方

祖母が担うことが多く、家事手伝いは母親が
担っていることが伺えた。仕事や職務に関し
ては、父親が就労していることが大半である
背景からも実際に職場の仲間や上司から受
けていることが分かった。 
 発達障害児の父親の多くは、生活上の世話
やしつけ等を中心に育児を担っていた。また、
配偶者からのアドバイスや児との関わりを
とおして障害や児の特徴に理解を示してい
た。そして、療育的な関わりや心持ちで児と
接し、父親自身も成長していることが考えら
れた。しかし、児の理解や育児等に不十分さ
があり配偶者からストレスと捉えられてい
ることも伺えた。実際、父親はソーシャルサ
ポートを受ける手段が母親に比較すると少
ない状況にあり、サポート相手が配偶者に限
局していることや“父親同士のつながり”と
“学ぶこと”をニーズとして求めていること
から父親への育児支援体制整備やピアサポ
ートの実施の必要性が急務であることが明
確になった。 
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